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○世話人会のお知らせ
３月 15 日（土） 19:00 ～
喫茶ルノアール（巣鴨駅前）

○世話人総会のお知らせ
４月 12 日（土）18:30 ～
喫茶ルノアール（巣鴨駅前）

○お詫びと訂正
　新報第 49 号４面に
て、片山善博氏の紹介
の中で「元島根県知事」
と記載しておりました
が、「元鳥取県知事」
の誤りでした。お詫び
して訂正致します。

【三宅島ふるさとネット事務局】
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿 25-6
電話：03(3963)5678
FAX：03(3963)5697
　　　　　担当：加藤

事務局便り

　

２
０
０
６
年
（
平
成
18

年
）
１
月
に
発
行
が
始
ま
っ

た
「
三
宅
島
新
報
」
は
、

２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）

に
噴
火
し
た
伊
豆
諸
島
の
三

宅
島
の
災
害
で
、
島
を
離
れ

て
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
と

島
を
結
ぶ
重
要
な
情
報
共
有

の
手
段
に
な
っ
て
い
る
。
隔

月
の
発
行
で
50
号
と
回
を
重

ね
て
き
た
が
、
今
後
さ
ま
ざ

ま
な
災
害
で
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
人
た
ち
に
と
っ
て

参
考
に
な
る
取
り
組
み
の
一

つ
だ
と
思
う
。

　

最
近
の
災
害
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
段
階
で
の
情
報
の
重

要
性
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
ま
で
、
日
本

の
防
災
対
策
は
施
設
や
技
術

な
ど
人
間
の
力
で
災
害
を
押

さ
え
込
も
う
と
い
う
「
防
災
」

と
い
う
考
え
方
が
中
心
だ
っ

た
。
こ
の
た
め
東
北
地
方
の

三
陸
沿
岸
に
は
10
ｍ
を
超
え

る
防
潮
堤
が
各
地
に
作
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
東
日
本

大
震
災
の
巨
大
津
波
は
、
そ

れ
で
は
被
害
を
防
ぎ
き
れ
な

い
こ
と
を
教
え
た
。
そ
こ
で

国
は
も
っ
と
自
然
に
対
し
て

謙
虚
に
な
っ
て
、
ソ
フ
ト
と

ハ
ー
ド
の
対
策
を
二
重
三
重

に
組
み
合
わ
せ
て
、
被
害
を

最
小
限
に
減
ら
し
て
い
く

「
減
災
」
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
に
し
た
。

ＮＨＫ解説委員　山﨑　登さん

災害と情報の役割

　昭和 51 年 NHK 入局、報
道局社会部を経て、平成
12 年から自然災害と防災
を担当する解説委員。こ
れまでに阪神・淡路大震
災、三宅島噴火、東日本
大震災等を取材。著書に
「防災から減災へ　～東日
本大震災取材ノートから
～」他。

プロフィール

　

被
害
か
ら
身
を
か
わ
す

「
減
災
」
を
進
め
る
た
め
に

情
報
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
危
険
が
迫
っ
た
時
に

は
、
情
報
を
生
か
し
て
避
難

を
中
心
に
し
た
対
策
を
立
て

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
被
災
後
の
復
旧
や
復
興

の
た
め
に
も
情
報
は
欠
か
せ

な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

で
は
、
新
た
な
防
潮
堤
の
整

備
や
住
宅
の
高
台
移
転
、
そ

れ
に
産
業
の
振
興
な
ど
復
興

に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し

始
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を

支
え
る
の
は
住
民
の
思
い
や

つ
な
が
り
で
、
そ
れ
は
自
治

体
と
住
民
、
そ
し
て
住
民
同

士
を
つ
な
ぐ
き
め
細
か
い
情

報
に
よ
っ
て
い
る
。

　

私
は
三
宅
島
の
噴
火
以

降
、
継
続
し
て
取
材
し
て
き

た
が
、
「
三
宅
島
新
報
」
の

活
動
は
災
害
で
生
ま
れ
故
郷

を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い
住
民

が
情
報
に
よ
っ
て
自
治
体
と

つ
な
が
り
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
確
か
め
合
う
こ
と

の
重
要
な
実
践
例
だ
と
感
じ

て
い
る
。

　

災
害
と
縁
が
き
れ
な
い
国

で
、
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
そ
の
被
災
地
が
復
興
を

目
指
す
上
で
今
後
、
情
報
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。

意
味
あ
る
50
回
の
発
行

つ
な
が
り
確
か
め
合
う
た
め
に

「防災、免災に関する情報
の役割はまさます重要にな
る」と話す山﨑さん

　「三宅島新報」50号の発行
を機に、ＮＨＫで自然災害と
防災を担当する解説員の山﨑
登氏に、災害と情報という観
点から新報の果たした役割と
今後を検証していただいた。

三宅島新報50号発行に寄せて

50 号記念特集号



三宅島新報 第５０号 (2)２０１４年３月１日

　

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
編
集
作
業
。
事

務
局
の
印
刷
、
発
送
。
三
宅

村
人
材
セ
ン
タ
ー
の
島
内
の

全
戸
配
布
な
ど
に
支
え
ら
れ

て
「
三
宅
島
新
報
」
は
、
第

50
号
記
念
発
行
と
な
り
山
﨑

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
と
三
宅
村

坪
田
の
鈴
木
さ
ん
に
記
念
号

に
寄
稿
を
お
願
い
し
た
。

　

２
０
０
６
年
１
月
１
日
第

１
号
か
ら
向
上
高
校
山
田
貴

久
校
長
、
大
妻
女
子
大
学
千

川
剛
史
教
授
な
ど
が
発
行
の

原
動
力
と
な
り
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
Ｈ
Ｐ
等
の
協
力
も

得
た
。
ま
た
、
一
橋
大
猪
飼

俊
教
授
（
三
宅
大
学
）
、
高
橋

民
夫
文
化
放
送
キ
ャ
ス
タ
ー

な
ど
マ
ス
コ
ミ
、
弁
護
士
、

医
療
、
芸
能
、
被
災
地
ホ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
避
難
中
の
復
旧

事
業
担
当
の
齋
藤
實
塾
長
な

ど
貴
重
な
提
言
を
寄
せ
ら
れ

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
改
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

帰
島
９
年
目
に
あ
た
り
東

京
都
三
宅
支
庁
の
「
管
内
概

要
」
（
平
成
25
年
度
版
・
12

月
発
行
）
の
デ
ー
タ
を
基
に

復
興
状
況
を
検
証
す
る
。

　

表
１
，
２
は
人
口
と
年
齢

構
成
。
ま
ず
は
、
平
成
14
年

12
月
に
三
宅
村
復
興
計
画
策

定
委
員
会
「
三
宅
村
復
興
基

本
計
画
」
の
将
来
人
口
の
想

定
で
は
、
来
年
２
月
の
10
年

後
は
、
全
島
避
難
時
の
定
住

人
口
３
８
７
１
人
に
戻
し

３
８
０
０
人
、
交
流
人
口

１
３
５
０
人
（
観
光
客
年
間

12
万
人
・
３
泊
４
日
）
合
計

５
１
５
０
人
と
定
め
た
。
14

年
末
は
、
火
山
ガ
ス
も
最
盛

期
に
比
べ
１
／
６
程
度
に
減

少
し
「
帰
島
可
能
」
の
専
門

家
の
見
解
が
示
さ
れ
る
な
ど

部
分
的
、
段
階
的
帰
島
論
も

出
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

　

今
年
の
１
月
現
在
、
人
口

数
は
２
７
３
８
人
、
世
帯
数

１
７
２
８
で
横
ば
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

　

三
宅
島
の
噴
火
か
ら
14

年
、
帰
島
か
ら
９
年
が
経
と

う
と
し
て
い
る
に
も
係
わ
ら

ず
三
宅
島
新
報
が
発
行
さ

れ
、
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

て
い
る
の
に
は
頭
が
下
が
り

ま
す
。

 

当
時
、
私
も
村
役
場
職
員

で
保
育
士
か
ら
坪
田
出
張
所

窓
口
業
務
に
異
動
し
、
帰
島

の
手
続
き
や
ら
情
報
提
供
や

ら
相
談
ご
と
等
々
に
、
こ
の

紙
面
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

　

今
も
在
宅
一
人
暮
ら
し
、

高
齢
の
方
々
の
多
い
地
域

柄
、
月
１
回
老
人
会
の
他
に

毎
週
月
曜
サ
ロ
ン
と
称
し
て

集
ま
り
体
操
、
歌
、
お
し
ゃ

べ
り
等
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

一
昨
年
乳
ガ
ン
を
患
い
高
校

前
を
歩
行
し
て
い
た
ら
「
先

生
大
丈
夫
？
」
と
声
が
か
か

り
、
あ
の
頃
の
児
ど
も
た
ち

の
成
長
に
目
を
細
め
う
な
ず

い
て
い
ま
す
。

　

ど
こ
で
生
活
し
て
居
て
も

２
０
０
０
年
の
噴
火
に
遭
遇

し
た
私
達
は
、
こ
こ
三
宅
島

で
心
が
繋
が
っ
て
い
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

周
平
准
教

授
、
慶
応

大
加
藤
文

三宅村の人口（表１）

神戸市役所前で連帯挨拶をする佐藤会長（09年１月 17日）

性別年齢別人口構成図（表２）

「
ど
こ
に
居
て
も
繋
が
っ
て
い
る
」

坪
田
在
住
　
鈴
木
代
志
子
さ
ん

今号

では、三宅村の人

口や児童・生徒数の推移、

来島者の状況など、平成 25

年度版三宅支庁の「管内概要」

数字の面から現状に切り込ん

だ。過去のデータに基づいて

現在の三宅村の状況を考察

してみると、現在の困窮

した状況がよくわ

かる。

人
口
は
横
ば
い
状
態

新
報
に
貴
重
な
提
言

数字が物語る困窮した 三宅島の現状



三宅島新報第５０号 (3) ２０１４年３月１日

　

こ
の
計
画
に
よ
り
災
害

復
旧
と
し
て
①
砂
防
40
渓

流
で
え
ん
堤
59
基
、
流
路

工
４
・
７
㎞
完
成
②
治
山
ダ

ム
１
９
７
基
、
復
旧
23
基
完

成
③
都
道
15
年
度
16
箇
所
完

了
。
村
道
完
了
、
林
道
一

部
通
行
止
め
④
村
営
住
宅

２
１
０
戸
17
年
完
了
、
そ
の

他
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
整
備
。
農

業
、
漁
業
工
事
完
了
と
報
告
。

　

ま
た
、
東
京
都
が
住
宅
等

の
生
活
基
盤
再
建
の
た
め

「
帰
島
生
活
再
建
支
援
金
」
、

１
５
０
万
円
を
上
限
と
し
て

支
給
す
る
都
条
例
を
制
定
。

平

成

16

年

度

か

ら

平

成

25

年

度

ま

で

総

額

27
億
２
９
０
０
万
円
を
支
給

し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
年

の
平
成
26
年
度
に
申
請
及
び

支
給
を
終
了
す
る
と
平
成
25

年
４
月
１
日
に
発
表
し
た
。

帰
島
予
定
の
在
京
者
は
急
が

れ
た
い
。

　

村
は
、
準
居
住
地
区
規
制

を
25
年
12
月
19
日
か
ら
三
池

を
解
除
、
沖
ヶ
平
の
み
と

な
っ
た
。
火
山
ガ
ス
災
害
規

制
も
終
盤
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

本
題
の
デ
ー
タ
に
戻
し
て

み
よ
う
。
ま
ず
は
表
１
、
２
の

人
口
と
人
口
構
成
。
帰
島
時

こ
そ
２
４
３
９
人
だ
が
22
年

か
ら
２
６
０
０
～
２
７
０
０

台
の
横
ば
い
が
続
く
。

　

人
口
構
成
で
も
０
～
19

歳
２
９
８
人
、
20
～
39
歳

４

９

８

人
、

40

～

59

歳

６

９

５

人
、

60

～

79

歳

９
２
６
人
、
80
～
95
歳
以
上

３
６
５
人
で
あ
る
が
、
も
し

19
歳
ま
で
の
未
成
年
が
煙
突

状
で
20
～
60
歳
代
ま
で
続
く

と
し
た
ら
背
筋
が
ぞ
っ
と
す

る
？
ち
な
み
に
25
年
4
月
の

児
童
（
表
３
児
童
数
参
照
）

は
、
保
育
園
児
58
人
、
（
未

入
所
児
32
人
，
小
学
児
81

人
、
中
学
生
徒
42
人
、
高
校

生
徒
23
人
。
ま
た
22
年
の
国

勢
調
査
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業

５
６
２
人
、
建
設
業
３
９
４

人
、
公
務
員
２
０
６
人
の
順

位
で
建
設
、
公
務
は
島
外
人

も
多
く
流
動
的
。
さ
ら
に
帰

島
30
％
の
子
供
も
卒
業
後
は

島
に
も
ど
る
だ
ろ
う
か
。

　

観
光
来
島
者
も
避
難
前
の

約
８
万
人
か
ら
半
減
以
下
の

３
万
４
０
０
０
台
（
表
５
参

照
）
。
民
宿
も
避
難
前
の
半

数
の
開
業
、
小
売
店
、
飲
食

業
も
人
口
減
で
先
行
き
不
安

を
誰
も
が
口
に
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
高
齢
化
34
・
４
％

と
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
伴

い
生
活
困
窮
化
も
深
刻
だ
。

　

生
活
保
護
世
帯
（
表
４
参

照
）
は
、
避
難
前
に
は
、
17

世
帯
、
20
人
、
伊
豆
七
島
最

下
位
で
血
縁
、
地
縁
な
ど
の

支
え
で
固
い
絆
が
存
在
し

た
。
し
か
し
こ
の
共
同
体
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
４
年
５
ヶ

月
の
全
島
避
難
・
13
年
に
お

よ
ぶ
長
期
噴
火
災
害
で
解
体

し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

当
概
要
は
、
被
保
護
世
帯

の
帰
島
者
は
１
／
２
に
止
ま

り
、
他
の
１
／
４
は
内
地
移

転
で
の
こ
り
、
１
／
４
は
、

島
外
の
病
院
・
施
設
に
入
居
・

入
所
中
と
報
告
し
て
い
る
。

　

デ
ー
タ
は
語
る
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
災
害
弱

者
を
置
き
去
り
に
し
た
三
宅

島
の
長
期
災
害
の
負
の
遺
産

を
、
ぜ
ひ
福
島
で
は
繰
り
返

し
て
ほ
し
く
な
い
。

　

最
後
に
、
帰
島
10
年
イ
ベ

ン
ト
は
「
管
内
概
要
」
を
基

に
「
三
宅
島
復
興
・
再
生
公

開
討
論
会
」
を
提
案
す
る
。

支
援
金 

今
年
度
で
終
了

生
活
状
況 

深
刻
に

討
論
会
開
催
を
提
案

児童・生徒数の推移（表３）

保護率等の推移（表４）

来島者の状況（表５）

数字が物語る困窮した
「管内概要」を参考に検証会長時評



三宅島新報 第５０号 (4)２０１４年３月１日

この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

編
集
後
記

「三宅島新報」第１号

活動がメンバーの成長の糧に

三宅と歩んだ８年間
　

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
母
体
と
な

る
向
上
高
校
新
聞
委
員
会

が
三
宅
島
と

関
わ

り
を

持
っ
た
の
は
全
島
避
難
が

行
わ
れ
て
い
た
03
年
。
学

校
新
聞
「
こ
ゆ
る
ぎ
」
で

避
難
生
活
の
様
子
を
特
集

す
る
た
め
に
島
民
ふ
れ
あ

い
集
会
を
取
材
し
た
の
が

始
ま
り
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
島
民
連

絡
会
の
会
長
を
務
め
て
い

た
佐
藤
会
長
か
ら
、
「
全

島
避
難
指
示
解
除
後
に
、

島
に
帰
れ
な
い
島
民
を
支

援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
を
つ
く
る
予
定
だ
が
、

広
報
紙
の
発
行
を
手
伝
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼

を
受
け
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
話
を
聞

い
た
新
聞
委
員
会
の
卒
業

生
が
中
心
に
、
三
宅
島
の

み
な
ら
ず
紙

面
編
集
の
技

術
を
生
か
し

て
社
会
貢
献

を
し
よ
う
と

い

う

こ

と

で
、
27
人
の

メ
ン
バ
ー
を

集
め
て
Ｄ
Ｔ

Ｐ
Ａ
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
三
宅
島
に
関

し
て
は
、
05
年
に
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
以
降
、
島

を
訪
問
も
含
め
て
様
々
な

取
材
活
動
を

行
っ
て
き

た
。
ま
た
、
新
報
の
編
集
、

未
帰
島
島
民
の
訪
問
活
動

や
、
年
に
２
回
新
宿
区
の

神
楽
坂
商
店
街
で
開
か
れ

る
あ
お
ぞ
ら
市
で
の
三
宅

島
物
産
店
の
手
伝
い
、
新

年
会
等
で

の
ス
ラ

イ
ド

シ
ョ
ー
作
成
な
ど
も
お
こ

な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
Ｄ

Ｔ
Ｐ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
が
ふ

る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
世
話
人

も
務
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
続

け
て
き
た
こ
と
は
、
今
年

度
、
社
会
貢
献
学
会
賞
の

奨
励
賞
受
賞
に
繋
が
っ
た

ほ
か
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー

が
社
会
に
つ
い
て
学
び
成

長
す
る
こ
と
に
結
び
付
い

て
い
る
。

 

こ
の
度
は
、

三
宅
島
新
報
50

号
の
発
行
、
誠

に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

 

第
１
号
を
発

行
し
た
の
は
８
年
前
の
06

年
。
当
時
は
佐
藤
会
長
を
は

じ
め
多
く
の
方
の
ご
支
援
を

頂
戴
し
、
在
京
島
民
の
方
へ

の
訪
問
活
動
や
懇
親
会
、
三

宅
島
へ
の
見
学
等
、
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
で
心
落
ち

着
く
島
を
体
感
し
た
が

ゆ
え
に
、
「
帰
り
た
い
」

と
い
う
島
民
の
方
の
気
持
ち

が
痛
く
突
き
刺
さ
さ
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

「
島
民
の
想
い
を
発
信
し

た
い
」
と
い
う
一
心
で
始

ま
っ
た
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
活
動

は
、
三
宅
島
に
関
わ
る
皆
様

と
と
も
に
成
長
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
三
宅
島
新

報
と
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
発
展
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
報
は
今
号
で
50
号
目
の

節
目
に
な
り
ま
す
。

　

長
い
期
間
発
行
を
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

佐
藤
会
長
を
は
じ
め
と
し
た

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の
み
な
さ

ん
、
そ
し
て
何
よ
り
島
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
で
き
た
様
々

な
「
絆
」
を
大
切
に
、
今
後

も
少
し
で
も
お
役
に
立
て
っ

る
よ
う
、
メ
ン
バ
ー
一
同
、

頑
張
っ
て
編
集
作
業
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

06
年
の
創
刊
以
来
、「
三
宅
島
新
報
」
は
今
号
で
50
号

を
迎
え
た
。
編
集
を
担
当
す
る
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
」
は
、
こ

の
新
報
を
編
集
す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
立
ち
上
が
っ

た
。
そ
れ
か
ら
８
年
間
、
編
集
作
業
だ
け
で
は
な
く
様
々

な
活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
は
「
三
宅
島
ふ

る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。

　

Ｍ
様
、
佐
藤
就
之
様
、
佐

藤
宗
ノ
子
様
、
城
北
中
小
商

工
業
振
興
協
会
様
、
齋
藤
實

様
、
大
石
陽
子
様
、
金
澤
利

夫
様
、
倉
持
房
枝
様
、
森
田

匠
様
・
幸
江
様

　
　

（
12
月
15
日
～
２
月
13
日
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ご
寄
付
者
名

多くのメンバーが作業に携わる

「想い」の発信目指して

Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ

初代会長　吉田沙織


